
別記様式第１８号（第１３条関係）

事 業 実 績 書

団体名 おおどのコミュニティ協議会

１ 総括

２ 事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価） コミュニティ事業や団体活動の情報により、地域の活性化につながった

（今後に向けて） 今後もＨＰの更新など、地域内への周知を継続して進めていく

（評価） 用具の購入によりスポーツ参加への意欲を高めることができた

（今後に向けて） 継続して知識の高揚と、スポーツ参加意欲を高めていきたい

（参加人数） ５０人

（成果） 地域伝統文化の発信と、スポーツ用具の購入ができた

（実施内容） ＨＰの拡充とコミュニティだよりの発行、またそれに必要な備品の購入

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年３月

地域文化体育振興事業

２７４，０６８円

（実施内容） 地域内の伝統文化推進とスポーツ用具の購入

（実施時期） 平成２２年６月～平成２３年３月

（参加人数） １２人

（成果） ＨＰの活用と情報の発信が拡充され、設備も整った

地域情報の発信と広報活動事業

５４５，２７０円

（今後に向けて） よりスムーズに、よりニーズに則した事務局運営を行うために、体制を

協働のまちづくり条例の施行や交付金制度により、従来行政窓口がない当地域において、管理自治から真
の主体自治への意識改革が図られつつあり、地域の課題把握や住民ニーズの掘り起こしが主体的に進めら
れている。
また、協議会発足から２年を経過する中で、今まで地域コミュニティを支えてきた各団体相互の交流・連携を
図りながら、歴史と文化にあふれる大殿の地域性を活かした活動などを行ってきており、徐々にではあるが、
協働の良さが実感されつつある。
今後も、地域の活性化・発展はもとより、他地域などとも連携し、市全体の活性化・発展という視点や、経済効
果も含めた相関的な広がりを持つ活動を推進していきたい。

強化し、組織の仕組みを見直していきたい

３，１４４，５０４円

（事務員等の雇用人数） 事務局長：１名 事務局員：１名

（運営費の主な内容） 事務局人件費及び事務費

（成果・評価） 年間を通じて事務局運営を行ったが、体制的に厳しい部分もある



事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

見守り訪問活動推進事業

８０，７２４円

（実施内容） 地域高齢者支え合いマップの作成

（実施時期） 平成２３年３月

（評価） 三世代が集い、スポーツを一緒に行うことで交流が図られた

（今後に向けて） 参加者を増やしながら今後も継続して行いたい

（評価） 同上

（今後に向けて） 回収場所を増やしていくため継続事業としたい

（参加人数） ５０人

（成果） 地域の高齢者の情報をマップに整理することができた

（評価） マップの作成により、高齢者の情報を共有することができた

（今後に向けて） 見守り訪問員との連携と、情報の共有強化に努めていく

（参加人数） ０人

（成果） 回収ボックスの寄贈により今年度は支出なし

（実施内容） 三世代交流親睦運動会の開催

（実施時期） 平成２２年１０月

エコキャップ活動推進事業

０円

（実施内容） エコキャップ回収ボックスの設置

（実施時期） 平成２２年１２月

（参加人数） １００人

（成果） 老人クラブを中心に多世代交流を図ることができた

地域コミュニティ推進事業

１３９，９４７円

（実施内容） 研修会の開催

（実施時期） 平成２３年３月

健康増進三世代交流事業

６０，０２４円

（参加人数） ７０人

（成果） まちづくりへの関心と、各団体間の交流を図ることができた

（評価） 団体間の連携と共に、地域の課題解決につながる交流ができた

（今後に向けて） 目的やレベルに合った研修会を今後も開催していきたい



事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価） 地域住民に見守り活動の啓発活動を推進することができた

（今後に向けて） 今後も継続して見守り活動を行う

（実施内容） 地域内の夜間パトロール活動

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年３月

（参加人数） ３０人

（成果） 地域内の安全確保のため、定期的なパトロールを行った

自主防災活動事業

２７６，４６０円

（実施内容） 災害時に備え防災用具の購入

（実施時期） 平成２３年２月～３月

（評価） 地域福祉活動への参加意欲が促進できた

（今後に向けて） 地域福祉活動計画書にそった事業の実施を推進していく

地域見守り活動事業

５０，０００円

（評価） 地域住民に防火・防災の意識を啓発することができた

（今後に向けて） 開催時期や時間を再検討し継続して啓発に努めていきたい

（参加人数） ３０人

（成果） 災害時に備えた防災用具等の購入ができた

（評価） 地域の自主防災に対する意識が芽生え始めた

（今後に向けて） 自主防災組織の立ち上げと講習会等の開催を行っていきたい

（参加人数） １００人

（成果） 関係機関等の協力をもらい、つどいを開催することができた

（実施内容） 地域福祉活動計画書の作成

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年３月

大殿地区安心安全のつどい事業

２８，７１２円

（実施内容） 大殿地区安心安全のつどい開催

（実施時期） 平成２３年３月

（参加人数） ５０人

（成果） 地域住民が主体的に福祉活動を行うための計画ができた

地域福祉活動計画策定事業

３４６，５００円



事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

天花町内会１件（水路工事）予算を繰越実施したい

（評価） 同上

（今後に向けて） 今後も継続して地区内の要望を集約していきたい

（評価） 環境整備及びホタルの育成活動を推進することができた

（今後に向けて） 住みよい環境づくりを目指すために、継続して整備を進めていきたい

（参加人数） ３５人

（成果） 環境整備を行うための脚立を購入することができた

（実施内容） 地域内の環境美化活動に対する助成

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年３月

生活環境整備事業

１６０，３００円

（実施内容） 脚立の購入と、ホタル環境整備に対する助成

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年３月

（参加人数）

（成果） 各町内に要望調査を行ったが、対象となる町内がなかったため未実施

地域情報収集活動事業

５０，１３７円

（実施内容） ブルーマップの購入

（実施時期） 平成２２年９月

環境美化事業

０円

（評価） 同上

（今後に向けて） 今後も継続して地区内の要望を集約していきたい

（参加人数）

（成果） 土地・地番までわかるブルーマップの購入ができた

（評価） 地域内の情報収集提供に活用することができた

（今後に向けて） 地域情報に関することに必要なものを整備していきたい

（参加人数）

（成果） 各町内に要望調査を行ったが、対象となる町内がなかったため未実施

反射鏡設置事業

０円

（実施内容） カーブミラー設置に対する補助

（実施時期） 平成２２年３月～平成２３年３月



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（注） 事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

（成果） 各団体が独自に行っていた事業を地域全体に広めることにつながった

（評価） 各関係団体が協力体制の必要性を感じ始めた

（今後に向けて） 参加者を確保しながら、今後も継続して行いたい

（今後に向けて） 地域住民への周知を図り、参加者を増やしていきたい

チャレンジ大殿健児交流事業

３０２，９５１円

（実施内容） 三世代交流事業の共同開催

（実施時期） 平成２２年１０月～１１月 平成２３年１月～３月

（参加人数） １５０人

（成果） 祭りに焦点をあて、地域住民のつながりと絆を創り出すことができた

（評価） 地域の活性化を推進することができた

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年３月

（参加人数） １００人

（成果） 地区内８路線の清掃活動を行った

（評価） 町内会単位の呼びかけにより、多くの参加者があった

（今後に向けて） 参加者を確保しながら今後も継続していきたい

地域イベント「祭り」事業

１，０７１，４０７円

（実施内容） ホタル祭り・ふるさと祭り・つながる大殿七夕ちょうちんの灯の実施

（実施時期） 平成２２年５月・８月・１１月

（参加人数） ７００人

９８，３３１円

（実施内容） 道路環境美化事業の実施

土木工事（法定外公共物・単市土地改良）

３３６，０００円

（実施内容） 法定外公共物の整備

（今後に向けて） 地域内の要望を把握し、計画的に対応していきたい

道路環境美化活動

（実施時期） 平成２３年３月

（参加人数） １０人

（成果） 地区内１か所の道路補修を行った

（評価） 同上


